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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】焦点板上に形成された被写体像と表示素子に表
示した表示情報の双方を同一視野で良好に観察すること
ができる光学素子を提供する。
【解決手段】第１の光学部材６と第２の光学部材７との
間に、誘電体膜を１０以上積層した構成の光学膜を有す
る光学素子であって、光学膜は、設計波長における屈折
率が１．９以下の材料よりなる低屈折率の誘電体膜と、
設計波長における屈折率が２．０以上の材料よりなる高
屈折率の誘電体膜を交互に積層して構成されており、低
屈折率の誘電体膜の材料の屈折率ＮＬ、高屈折率の誘電
体膜の材料の屈折率ＮＨ、設計波長λ、物理膜厚ｄを各
々適切に設定する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光学部材と第２の光学部材との間に、誘電体膜を１０以上積層した構成の光学膜
を有する光学素子であって、
　前記光学膜は、設計波長における屈折率が１．９以下の材料よりなる低屈折率の誘電体
膜と、設計波長における屈折率が２．０以上の材料よりなる高屈折率の誘電体膜を交互に
積層して構成されており、
　前記低屈折率の誘電体膜の材料の屈折率をＮＬ、前記高屈折率の誘電体膜の材料の屈折
率をＮＨ、設計波長をλ、物理膜厚をｄとするとき、
１．１０＜（ＮＬ×ｄ）／（λ／４）＜１．６０
１．１０＜（ＮＨ×ｄ）／（λ／４）＜１．３５
なる条件式を満足することを特徴とする光学素子。
【請求項２】
　前記第２の光学部材に最も近い誘電体膜は接着層を介して前記第２の光学部材に接着さ
れていることを特徴とする請求項１に記載の光学素子。
【請求項３】
　前記第１の光学部材と前記第２の光学部材は同じ材料よりなり、該材料のｄ線における
屈折率をＮ１とするとき、
Ｎ１＞１．６
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載の光学素子。
【請求項４】
　前記低屈折率の誘電体膜の材料の屈折率をＮＬ、前記高屈折率の誘電体膜の材料の屈折
率をＮＨとするとき、
０．４５＜ＮＨ－ＮＬ＜０．８０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の光学素子
。
【請求項５】
　前記第１の光学部材と接する誘電体膜の材料と前記接着層と接する誘電体膜の材料は、
いずれも低屈折率であることを特徴とする請求項２に記載の光学素子。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の光学素子を用いて撮像光学系により所定面上に
形成された被写体像と、表示素子に表示された表示情報の双方を接眼レンズを介して同一
視野で観察することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項７】
　所定面上に形成された被写体像に基づく光束を、正立像形成部材と、光軸に対して傾斜
した第２の光学面と第１の光学面とを順に通過させて、接眼レンズに導光する観察光学系
と、前記正立像形成部材の近傍に設けられた表示素子からの光束を前記第１の光学面と前
記第２の光学面で順に反射させて前記接眼レンズに導光する表示光学系とを有し、前記観
察光学系と前記表示光学系により前記被写体像と前記表示素子に表示された表示情報を同
一視野で観察するファインダー光学系において、
　前記観察光学系の光軸と前記第１の光学面の法線とのなす角度をθ１、前記表示光学系
の光軸と前記第１の光学面の法線とのなす角度をθ２、前記第１の光学面の入射角度θ２
におけるＳ偏光の透過率をＴＳ、Ｐ偏光の透過率をＴＰとするとき、
１１°＜θ２－θ１＜２７°
－３５％＜ＴＳ－ＴＰ＜３５％
なる条件式を満足することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項８】
　前記第１の光学面は請求項１乃至５のいずれか１項に記載の光学素子の第１の光学部材
と第２の光学部材との間に形成されていることを特徴とする請求項７に記載のファインダ
ー光学系。
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【請求項９】
　前記光学素子を照明する光源を有し、該光源から放射される光束は赤外光であり、前記
第１の光学面と前記第２の光学面には、いずれも赤外光を反射し、可視光を透過する光学
膜が施されていることを特徴とする請求項８に記載のファインダー光学系。
【請求項１０】
　請求項６乃至９のいずれか１項に記載のファインダー光学系と、前記ファインダー光学
系の所定面上に被写体像を形成する撮像光学系と、前記撮像光学系によって形成される像
を受光する撮像素子とを有することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一眼レフカメラ等に用いられるファインダー光学系において焦点板上に形成
された被写体像と表示素子に表示した表示情報の双方を共通の接眼光学系を介して同一視
野で観察する際に好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一眼レフカメラに用いられるファインダー光学系として、撮像光学系によって焦
点板に結像された被写体像に表示素子で表示した測距位置などの表示情報を重ねて表示し
、双方を同一視野で観察するファインダー光学系が知られている。
【０００３】
　このとき被写体像と表示情報の双方を明るい状態で観察することができるファインダー
光学系が要望されている。従来、双方の光路が交わる位置に任意の波長を選択的に透過及
び反射させる複数の誘電体膜が蒸着されたダイクロイック特性を有する光学素子を用いた
ファインダー光学系が知られている（特許文献１、２）。
【０００４】
　特許文献１ではペンタプリズム（正立像形成部材）と接眼光学系の間にハーフミラーも
しくはダイクロミラーを含む光学素子を配置している。そして光学素子を介して焦点板上
に形成された被写体像に表示素子に表示した測距点枠を重畳させて双方を同一視野で観察
するファインダー光学系を開示している。特許文献２ではペンタプリズムの被写体側面か
ら光路合成部材を用いて表示素子に表示した表示情報からの光束をペンタプリズム内に導
光している。そして焦点板に形成した被写体像と表示素子に表示した表示情報の双方を重
畳させて双方を同一視野で観察するファインダー光学系を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－２３７６５９号公報
【特許文献２】特開２００９－３２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　通常、ファインダー光学系に用いる表示素子には、液晶素子が使われている。一般に、
液晶素子から放射される光は直線偏光である。表示素子の映像を拡大して観察するために
、多くの場合、表示素子とダイクロイック特性を有する光学素子の間に、厚みのあるプラ
スチックレンズやプラスチックプリズムを配置している。しかし、ダイクロイック特性に
偏光方向による透過率の差があると、プラスチックレンズやプラスチックプリズムの複屈
折によって偏光方向が変化した一部の表示光が光学素子を通過すると減光されて表示情報
が暗くなってくる。
【０００７】
　さらに、ダイクロイック特性に、波長による透過率の振動（リップル）が存在すると、
ファインダー光学系の観察視野に色ムラが見えてくることがある。このため、焦点板上に
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形成した被写体像と表示素子に表示した表示情報の双方を重ね合わせて同一視野で明るく
観察するには、双方の光束を重ねるダイクロイック特性を有する光学素子の構成を適切に
設定することが重要になってくる。
【０００８】
　本発明は、焦点板上に形成された被写体像と表示素子に表示した表示情報の双方を、同
一視野で良好に観察することができる光学素子及びそれを有するファインダー光学系の提
供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の光学素子は、第１の光学部材と第２の光学部材との間に、誘電体膜を１０以上
積層した構成の光学膜を有する光学素子であって、
　前記光学膜は、設計波長における屈折率が１．９以下の材料よりなる低屈折率の誘電体
膜と、設計波長における屈折率が２．０以上の材料よりなる高屈折率の誘電体膜を交互に
積層して構成されており、
　前記低屈折率の誘電体膜の材料の屈折率をＮＬ、前記高屈折率の誘電体膜の材料の屈折
率をＮＨ、設計波長をλ、物理膜厚をｄとするとき、
１．１０＜（ＮＬ×ｄ）／（λ／４）＜１．６０
１．１０＜（ＮＨ×ｄ）／（λ／４）＜１．３５
なる条件式を満足することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、焦点板上に形成された被写体像と表示素子に表示した表示情報の双方
を、同一視野で良好に観察することができる光学素子が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の光学素子を有するファインダー光学系を備えた撮像装置の要部概略図
【図２】本発明に係る表示素子を照明する光源の発光分光特性を示す図
【図３】本発明のファインダー光学系で観察される表示例
【図４】本発明の実施例１に係る光学膜の膜構成の説明図
【図５】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例１に係る光学膜の透過率特性を示す図
【図６】本発明の実施例２に係る光学膜の膜構成の説明図
【図７】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例２に係る光学膜の透過率特性を示す図
【図８】本発明の実施例３に係る光学膜の膜構成の説明図
【図９】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例３に係る光学膜の透過率特性を示す図
【図１０】本発明の実施例４に係る光学膜の膜構成の説明図
【図１１】（Ａ）、（Ｂ）　本発明の実施例４に係る光学膜の透過率特性を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に本発明の好ましい実施の形態を添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発明の
光学素子は、第１の光学部材と第２の光学部材との間に、誘電体膜を１０以上積層した構
成の光学膜を有する。光学膜は、低屈折率の誘電体膜と高屈折率の誘電体膜を交互に積層
して構成されている。ここで低屈折率とは材料の屈折率が１．９以下であり、高屈折率と
は材料の屈折率が２．０以上である。高屈折率の誘電体膜とは１種類の材料よりなる層で
ある。低屈折率の誘電体膜の材料は１種類の材料よりなる層である。
【００１３】
　第２の光学部材に最も近い誘電体膜は接着層を介して第２の光学部材に接着されている
。また第１の光学部材と接する誘電体膜の材料と接着層と接する誘電体膜の材料は、いず
れも低屈折率である。
【００１４】
　本発明のファインダー光学系は、前述した構成の光学素子を用いて撮像光学系により所
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定面上に形成された被写体像と、表示素子に表示された表示情報の双方を接眼レンズを介
して同一視野で観察する。この他、本発明のファインダー光学系では、光学素子を照明す
る光源を有している。そして光源から放射される光束は赤外光であり、第１の光学面と第
２の光学面には、いずれも赤外光（波長６５０ｎｍ～波長７５０ｎｍ）を反射し、可視光
（波長４００ｎｍ～波長６５０ｎｍ）を透過する光学膜が施されている。
【００１５】
　図１は本発明のダイクロイック特性を有する光学素子を含むファインダー光学系を備え
た撮像装置の要部概略図である。
【００１６】
　本実施例において、ダイクロイック特性とは特定の波長域の光束を反射させ、その他の
波長域の光束を透過する特性をいう。ダイクロイック特性は基板上に誘電体膜を１０以上
、好ましくは２０以上積層した光学膜（誘電体多層膜）を形成することで得られる。
【００１７】
　図１に示す撮像装置では、撮像光学系１によって被写体像をクイックリターンミラー（
可動ミラー）２を介して焦点板（所定面）３に形成している。被写体像を撮像するときは
クイックリターンミラー２が回動し、像面ＩＰに配置した撮像素子に被写体像が形成され
る。そして撮像素子によって受光される。
【００１８】
　図１に示すファインダー光学系は被写体像を観察するための観察光学系と表示素子で表
示された表示情報を観察するための表示光学系を有する。このうち観察光学系の光路は次
のとおりである。撮像光学系１によって形成される被写体像は、クイックリターンミラー
２で反射し、焦点板３の拡散面上（所定面上）に形成される。所定面に形成した被写体像
に基づく光束は、コンデンサーレンズ４、ペンタダハプリズムよりなる正立像形成部材５
を通る。
【００１９】
　そして観察光学系の光軸Ｆａに対して互いに異なる方向に傾いた第２の光学面７ａと第
１の光学面６ａの２つの光学面を有するプリズムよりなる光学素子（透明部材）２０と接
眼光学系８を通って観察者の目（瞳）Ｅａに至る。ここで光学素子２０は第１の光学部材
６と第２の光学部材７を接合したプリズム体を有する。
【００２０】
　第１の光学面６ａはダイクロイック特性を有し、第１の光学部材６と第２の光学部材７
の接合面に形成されている。第２の光学面７ａはダイクロイック特性を有し、第２の光学
部材７の正立像形成部材５側の光入射面に形成されている。第１の光学面６ａに形成され
たダイクロイック特性と第２の光学面７ａに形成されたダイクロイック特性はいずれも可
視域（波長４００ｎｍ～波長６７０ｎｍ）の光束を透過し、赤外域の光束（波長６７０ｎ
ｍ～波長７３０ｎｍ）を反射する特性である。
【００２１】
　本実施例においては、焦点板３、コンデンサーレンズ４、正立像形成部材５、光学素子
（透明部材）２０、接眼光学系８等の各部材は観察光学系を構成する。
【００２２】
　一方ファインダー光学系の一部を構成する表示光学系の光路は次のとおりである。正立
像形成部材５の近傍に配置された表示素子９に表示された表示情報からの光束は、第１レ
ンズ１０、光学プリズム１１、第２レンズ１２を通って、第２の光学部材７の光学面（光
入射面）７ｂを透過する。その後、観察光学系の光軸Ｆａに対してそれぞれ異なる方向に
傾斜した第１の光学面６ａと第２の光学面７ａの順に反射し、次いで第１の光学面６ａを
透過して、接眼光学系８を通って観察者の目（瞳）Ｅａに至る。
【００２３】
　本実施例においては、表示素子９、第１レンズ１０、光学プリズム１１、第２レンズ１
２、光学素子２０、接眼光学系８等の各部材は表示光学系を構成する。Ｆｂは表示光学系
の光軸である。光軸Ｆｂは表示素子９の中心にたてた法線に相当している。表示素子９の
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光源は赤外光を放射する赤色ＬＥＤを用いている。
【００２４】
　図２は赤色ＬＥＤより発光される発光分布の説明図である。尚、本実施例においては、
観察光学系の焦点板３の被写体像の視度と、表示光学系の表示素子９の表示情報の視度は
一致している。
【００２５】
　図３は、本実施形態に係る観察光学系および表示光学系による画像情報の表示例である
。観察光学系により観察される焦点板３上の被写体像１３と共に、表示光学系により表示
される表示素子９の表示情報である測距枠１４が重ねて表示される。第１の光学面６ａ、
第２の光学面７ａは誘電体多層膜が施されており、表示素子９で発せられる光束の波長成
分を選択的に反射させるダイクロイック特性を有している。
【００２６】
　図４は第１の光学部材６に形成した第１の光学面６ａと第２の光学部材７に形成した第
２の光学面７ａに積層された誘電体多層膜からなる光学膜の構成を示す説明図である。
【００２７】
　光学膜は第１の光学部材６側から順に、低屈折率の材料よりなる誘電体膜（Ｌ）２１、
高屈折率の材料よりなる誘電体膜（Ｈ）２２が交互に計２５層が積層されて構成されてい
る。そして接着層２３を介して第２の光学部材７に接着されている。　数値データ１は実
施例１の光学膜を構成する各層の誘電体膜の数値データである。数値データ１において光
学膜厚とは、物理膜厚ｄに膜の屈折率ｎを掛けた数値（ｎｄ）である。
【００２８】
　本実施例の光学膜では、低屈折率の誘電体膜（Ｌ）の材料の屈折率をＮＬ、高屈折率の
誘電体膜（Ｈ）の材料の屈折率をＮＨ、設計波長をλ、物理膜厚をｄとする。このとき、
１．１０＜（ＮＬ×ｄ）／（λ／４）＜１．６０　・・・（１）
１．１０＜（ＮＨ×ｄ）／（λ／４）＜１．３５　・・・（２）
なる条件式を満足する。
【００２９】
　ここで設計波長とは表示素子９を照明する光源の発光波長のピーク波長を言い、本実施
例においては波長６９０ｎｍである。低屈折率の誘電体膜と高屈折率の誘電体膜の層数が
１０以上であると、ダイクロイック特性を有する光学膜として良好な分光特性が得られる
。より好ましくは、層数が２０以上であるのが良い。層数が１０以下であると、良好なる
ダイクロイック特性を有する光学膜を得るのが困難になる。
【００３０】
　次に条件式（１）、（２）の技術的な意味を以下に説明する。図５（Ａ）、（Ｂ）は実
施例１の光学膜の分光透過率特性を示す説明図である。
【００３１】
　本実施例において、表示光学系では、表示光学系の光軸Ｆｂに沿った光は、第１の光学
面６ａに入射角度４７°で反射し、第２の光学面７ａで反射した後に第１の光学面６ａに
入射角度２７°で透過する。本実施例において、表示素子９の光源の発光分光波長は図２
に示すように波長６９０ｎｍにピークを持っている。さらに、表示光学系には、表示素子
９の映像を拡大表示するために、プラスチックで成形された光学プリズム１１を有してい
る。
【００３２】
　条件式（１）、（２）を満たすことで、入射角４７°で入射時のＰ偏光の透過率（図５
（Ａ））のボトム（反射率のピーク）の波長を表示素子９の光源発光波長６９０ｎｍに合
わせ、波長６９０ｎｍにおけるＳ偏光とＰ偏光の透過率差を２０％程度とする。これによ
り、光学プリズム１１の複屈折による像の明るさムラを防いでいる。
【００３３】
　一方、観察光学系では、観察光学系の光軸Ｆａに沿った光は、第１の光学面６ａに入射
角度２７°で透過する。条件式（１）、（２）を満たすことで、入射角２７°入射時の波
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長４００～波長６５０ｎｍに掛けての可視領域で、波長による透過率（図５（Ｂ））の振
動（リップル）を抑えている。これにより、ファインダー視野の色ムラを抑え、コントラ
ストの高いファインダーの見えを実現している。
【００３４】
　また本実施例において、第１の光学部材６と第２の光学部材７は同じ材料よりなり、材
料のｄ線（波長５８７．６ｎｍ）における屈折率をＮ１とする。このとき、
Ｎ１＞１．６　　・・・（３）
なる条件式を満足する。この条件式（３）を満たすことにより、表示光学系を搭載した撮
像装置においても、観察光学系によって観察される被写体像の視野角を大きく保っている
。
【００３５】
　また本実施例では、低屈折率の誘電体膜の材料の屈折率をＮＬ、高屈折率の誘電体膜の
材料の屈折率をＮＨとするとき、
０．４５＜ＮＨ－ＮＬ＜０．８０　　・・・（４）
なる条件式を満足する。この条件式（４）を満たすことにより、入射角２７°の入射時の
波長４００ｎｍ～波長６５０ｎｍに掛けての可視域で、波長による透過率の振動（リップ
ル）を抑えている。
【００３６】
　また、本実施例においては、第１の光学部材６と接する誘電体膜２１の材料、および接
着層２３と接する誘電体膜２１の材料を共に低屈折率２１としている。これにより膜と光
学部材および膜と接着層の密着性を高めている。
【００３７】
　次に本発明のファインダー光学系について説明する。本発明のファインダー光学系は、
所定面上に形成された被写体像に基づく光束を、正立像形成部材５と、光軸Ｆａに対して
傾斜した第２の光学面７ａと第１の光学面６ａとを順に通過させて、接眼レンズ８に導光
する観察光学系を有する。更に、正立像形成部材５の近傍に設けられた表示素子９からの
光束を第１の光学面６ａと第２の光学面７ａで順に反射させて接眼レンズ８に導光する表
示光学系とを有している。そして観察光学系と表示光学系により被写体像と表示素子９に
表示された表示情報を同一視野で観察する。
【００３８】
　このとき、観察光学系の光軸Ｆａと第１の光学面６ａの法線とのなす角度をθ１とする
。表示光学系の光軸Ｆｂと第１の光学面６ａの法線とのなす角度をθ２とする。第１の光
学面６ａの入射角度θ２におけるＳ偏光の透過率（％）をＴＳ、Ｐ偏光の透過率をＴＰと
する。
【００３９】
　このとき、
１１°＜θ２－θ１＜２７°　　・・・（５）
－３５％＜ＴＳ－ＴＰ＜３５％　・・・（６）
なる条件式を満足する。ここで第１の光学面６ａは第１の光学部材６と第２の光学部材７
との間に形成されている。
【００４０】
　条件式（５）は、観察光学系の光軸Ｆａに沿った第１の光学部材６と第２の光学部材７
の厚みを抑えて、焦点板３および表示素子９の像を十分に広い視野角で観察するためのも
のである。
【００４１】
　条件式（６）は、光学プリズム１１の複屈折による像の明るさムラを防ぎ、表示素子９
の像を鮮明に観察するためのものである。条件式（６）の上限値又は下限値を超えると、
Ｓ偏光とＰ偏光の透過率差が大きいため、光学プリズム１１の複屈折による像の明るさム
ラが目立ってしまう。
【００４２】
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　数値データ２は実施例２の光学膜の膜構成を示す。実施例２の光学膜は２９層の誘電体
膜からなっている。図６は本発明の実施例２に係る光学膜の分光透過率特性を示す説明図
である。図７は本発明の実施例２に係る光学膜の透過率特性を示す図である。数値データ
３は実施例３の光学膜の膜構成を示す。実施例３の光学膜は２５層の誘電体膜からなって
いる。図８は本発明の実施例３に係る光学膜の分光透過率特性を示す説明図である。図９
は本発明の実施例３に係る光学膜の透過率特性を示す図である。
【００４３】
　数値データ４は実施例４の光学膜の膜構成を示す。実施例４の光学膜は３５層の誘電体
膜からなっている。図１０は本発明の実施例４に係る光学膜の分光透過率特性を示す説明
図である。図１１は本発明の実施例４に係る光学膜の透過率特性を示す図である。尚、各
数値データにおいて低屈折率の誘電体膜は全て同じ材料よりなり、また高屈折率の誘電体
膜は全て同じ材料よりなっているが、異なっていても良い。
【００４４】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【００４５】
　次に実施例１乃至４の光学膜を構成する各誘電体膜の数値データを１乃至４に示す。光
学部材におけるＳ－ＢＳＭ２５、Ｓ－ＮＢＨ８は商品名（株式会社オハラ社製）、ＥＰＯ
ＸＹは紫外線硬化型エポキシ樹脂である。Ｌは低屈折率の誘電体膜、Ｈは高屈折率の誘電
体膜である。ＮＬは低屈折率の誘電体膜の材料の屈折率、ＮＨは高屈折率の誘電体膜の材
料の屈折率である。λは基準波長（設計波長う）である。光学膜厚は（屈折率ｎ×物理膜
厚ｄ）である。
【００４６】
　　[数値データ１]
　　　λ＝690nm　ＮＬ＝1.757　ＮＨ＝2.336
　　 
　ここで高屈折率の誘電体膜の材料（ＮＨ）はNb2O5である。低屈折率の誘電体膜の材料
（ＮＬ）はY2O3である。
【００４７】
　　層番号             種類               光学膜厚／(λ/4)
　第１の光学部材       S-BSM25
　                 （N1=1.658）                    
　1                     L                    0.7310 
　2                     H                    1.3537 
　3                     L                    1.4108 
　4                     H                    1.2851 
　5                     L                    1.3244 
　6                     H                    1.2610 
　7                     L                    1.2714 
　8                     H                    1.2369 
　9                     L                    1.2892 
　10                    H                    1.2002 
　11                    L                    1.3164 
　12                    H                    1.2090 
　13                    L                    1.2664 
　14                    H                    1.2469 
　15                    L                    1.2337 
　16                    H                    1.2303 
　17                    L                    1.3121 
　18                    H                    1.1820 
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　19                    L                    1.3363 
　20                    H                    1.2367 
　21                    L                    1.2588 
　22                    H                    1.2682 
　23                    L                    1.4205 
　24                    H                    1.3487 
　25                    L                    2.3402 
　接着剤              EPOXY                    
　第２の光学部材      S-BSM25
　                  (N1=1.658）                    
　　 
【００４８】
　　［数値データ２］
　　　λ＝690nm　ＮＬ＝1.757　ＮＨ＝2.336
　ここで高屈折率の誘電体膜の材料（ＮＨ）はNb2O5である。低屈折率の誘電体膜の材料
（ＮＬ）はY2O3である。
【００４９】
　　層番号             種類               光学膜厚／(λ/4)
　第１の光学部材       S-NBH8
　                 （N1=1.720）                    
　1                     L                    0.7523 
　2                     H                    1.3835 
　3                     L                    1.4045 
　4                     H                    1.2864 
　5                     L                    1.3399 
　6                     H                    1.2611 
　7                     L                    1.3228 
　8                     H                    1.2498 
　9                     L                    1.3231 
　10                    H                    1.2500 
　11                    L                    1.3297 
　12                    H                    1.2580 
　13                    L                    1.3343 
　14                    H                    1.2644 
　15                    L                    1.3362 
　16                    H                    1.2644 
　17                    L                    1.3322 
　18                    H                    1.2582 
　19                    L                    1.3242 
　20                    H                    1.2526 
　21                    L                    1.3190 
　22                    H                    1.2493 
　23                    L                    1.3189 
　24                    H                    1.2529 
　25                    L                    1.3309 
　26                    H                    1.2654 
　27                    L                    1.4504 
　28                    H                    1.3614 
　29                    L                    2.4597 
　接着剤              EPOXY                     
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　第２の光学部材      S-NBH8
　                 （N1=1.720）                     
 
【００５０】
［数値データ３］
　　　λ＝690nm　ＮＬ＝1.649　ＮＨ＝2.336
　ここで高屈折率の誘電体膜の材料（ＮＨ）はNb2O5である。低屈折率の誘電体膜の材料
（ＮＬ）はAl2O3である。
【００５１】
　　層番号                種類               光学膜厚／(λ/4)
　　第１の光学部材       S-BSM25
　                 （N1=1.658）                    
　1                     L                    0.7882 
　2                     H                    1.3838 
　3                     L                    1.4621 
　4                     H                    1.2479 
　5                     L                    1.4100 
　6                     H                    1.2138 
　7                     L                    1.3925 
　8                     H                    1.2018 
　9                     L                    1.3845 
　10                    H                    1.2136 
　11                    L                    1.3754 
　12                    H                    1.2184 
　13                    L                    1.3673 
　14                    H                    1.2262 
　15                    L                    1.3656 
　16                    H                    1.2365 
　17                    L                    1.3691 
　18                    H                    1.2358 
　19                    L                    1.3835 
　20                    H                    1.2449 
　21                    L                    1.4193 
　22                    H                    1.2721 
　23                    L                    1.5273 
　24                    H                    1.4195 
　25                    L                    1.5746 
　接着剤               EPOXY                    
　第２の光学部材       S-BSM25
　                 （N1=1.658）                    
　　 
【００５２】
　　［数値データ４］
　　　λ＝690nm　ＮＬ＝1.649　ＮＨ＝2.336
ここで高屈折率の誘電体膜の材料（ＮＨ）はNb2O5である。低屈折率の誘電体膜の材料（
ＮＬ）はAl2O3である。
【００５３】
　　層番号                種類               光学膜厚／(λ/4)
　　第１の光学部材       S-NBH8
　                 （N1=1.720）                    
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　1                     L                    0.8026 
　2                     H                    1.4297 
　3                     L                    1.5485 
　4                     H                    1.3025 
　5                     L                    1.4590 
　6                     H                    1.2867 
　7                     L                    1.4248 
　8                     H                    1.2733 
　9                     L                    1.4188 
　10                    H                    1.2682 
　11                    L                    1.4175 
　12                    H                    1.2528 
　13                    L                    1.4190 
　14                    H                    1.2429 
　15                    L                    1.4246 
　16                    H                    1.2446 
　17                    L                    1.4263 
　18                    H                    1.2497 
　19                    L                    1.4307 
　20                    H                    1.2642 
　21                    L                    1.4307 
　22                    H                    1.2715 
　23                    L                    1.4211 
　24                    H                    1.2643 
　25                    L                    1.4164 
　26                    H                    1.2538 
　27                    L                    1.4127 
　28                    H                    1.2355 
　29                    L                    1.4160 
　30                    H                    1.2292 
　31                    L                    1.4348 
　32                    H                    1.2576 
　33                    L                    1.4924 
　34                    H                    1.4052 
　35                    L                    1.5974 
　接着剤               EPOXY                    
　第２の光学部材       S-NBH8
　                  （N1=1.720）                    
 
　次に表１に実施例１乃至４と前述した各条件式との対応関係の値を示す。
【００５４】
【表１】
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【符号の説明】
【００５５】
２０　光学素子　　　　　　６　　第１の光学部材　　　６ａ　第１の光学面
７　　第２の光学部材　　　７ａ　第２の光学面　　　　２１　低屈折率の誘電体膜
２２　高屈折率の誘電体膜　　　　　２３　接着層　　　　　　　

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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